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鷹児島県双畢島および黒神の角肉塘
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　欝1鶴年鴛月，石原および河内は，ヴラン調査研究に際

㌧て簾九州隣方海一1照）甑島諸島の北東端に位置する蓉く子

，傷に．饗鋪噂撃・1リヤ麻状〕脊英閃緑岩などが分布することを

発，饗、した農蹴。，・その後肇率申アぎは暴万ラ｝の薫綴玉質露／幅捗1片議〉

の調査研究を行なつて，双子，傷のさらに北東の岩礁状の

一イ瓜、傷妻懲頼雪にも角閃堵播苓舞奪出していることを撚監かめた．

　これ、ら1瞬、縣とヤもに，驚麺囲薫擁憐　に済講たな㌢・ノト婆縣で巽1毎

．ヒに孤立t』ぐいるため，周辺の地域との関連については

推測の域を出ないが，変成度ならびに地理的位置からみ

ると，おそらく領蟹帯の変成嚢に相漸するものであろ勢

と霧えられ，　わが臨iの蝿三繋鉾欝・造・　き：鷹購1球溜叡・の岨で，　鱗穿i雛に

磐鍛無しておく。，
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　黒神の試料採取に際しては海．．1二保安庁第七管区海．雛巣

宏惣餐部お嵐“び瞬鷺塞艶華幸毎認二保1粛鷺・の／嚢助をう／ラた．研騰粥を

の艦定については鉱床部浜地、瞥男技欝の助愚欝をうけた、、

震た内容について地質部図幅諜の諸技露の討論に教え嚢・

れ恐ところが大きい．以至ぬの各氏に深謝す考》．

　　　　　鹿児島県薩摩郡豊村に！議L，購久根毒南濾方添／i

jゴ薦1“鷺に｛立1琶嘩購る、

　地質1甑き臨本、鶏（憎靴，中，下甑、懸）には．il》部総i肇系懲

および二れに考く箋姦養セに蔑歎なる 占第黒系（？〉が分擁“〆警

こオLらを騨ぬい　ぐ一ヒ葎鱗嘱糞1登のぞ蕪1蒲閃／鍛繋蓄が欝鱗躊してい

る聴＞ゆ

　懲鮨罫一旨1鋳では角鱒塗｝と，　これ、と調和酌な籠薄葺蔵を墨，つて・移

化する声諮奪状；薮英閃緑癖・が、嚇の薦半を占め，以．ヒを欝ぬ

いて中碧罰髄ヒと1縁え．ら才難る導）才鑑闘閃条羨藩1が皇結の舞繋粋に分布

している（擁y薮図は；文1獣蕎）にマ蓉した）、，

　　　　　　、、i鷲記の才芭闘閃麗設菱÷からン箇る沖融、鶴をへだて

て，双子島の北策に位置するが，全鳥角閃燐からなって

いる、、

　憂拳華ずの記甕戴1　〔1双二垂星嚇〕の角閃繋垂は球灘簸ないレ壌二讐｛一

爾灘方向の走向で北へ急嬢する片理をもち，主として幾

閃石と斜長署からな、夢．少量の単斜輝石を窟じえ，

の磁硫鉄鉱と微量の黄鎧ミ鉱を鉱染している、副成分鉱物

撫して警ヅぎ葬馨豪ず・寿導摂望￥学・ヅ㌦タン革ず蹴どが謎墨めら虐し艶　1ま

たエピドートの難麟1霞が謙畏めら葦駕ることがある，，繁糞織はな
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ゴ趨1質1灘査弄欝湘　幸欝　（≦窮窯彗一巻　 鐸き　ξ峯　一轡）

鮮x畔凱ら噛峨2～ぴある、、単斜輝燕諏γ戯警驚，

2V欝鴫蟹勢窺A翼驚違ぎ，斜提石はA最暮である、．

　機閃岩の花闘閃緑燐との境界は一一部ではシヤープであ

るが・…部では角閃岩｛翼i／に、著じい混生岩を生じてマ・篠揚

合がある。混生岩は片理不匪1瞭で，黒雲母・斜長5石（£

双鼎がかなり多く，石英脈が貫ぬいている）および・蓄英

の多い部分と，磁硫鉄鉱㌧角閃石および斜提1石（A双酷

が多い）の多い部分との不規則な集合体で，角閃石は簸

状構造藷しく，一一部は黒雲母に交代審れている、

　片麻状石英閃緑岩は弱い片理（北東一南四方向グ）走瞬

で善1へず頃余／）　をもつ岩石で，主として角閃石・余畢長峯rお

よび賓英からなる。副成分鉱物として，燐灰石・ジル饗

ンなどがみられる．また磁硫鉄鉱が鉱染している、，

　角閃石は鋳状構i遣を響資ノ，結熱の折れ曲！りがかな1）著

しい。X　l簸塾t　y認（）w穿　Y婆灘1篶　も鵜w器1麟　慈鷺轍，

熱1）韓鞘亙1臨欝融鎌で，一部は粒状の黒雲母に交代憲れ

憲た一・方では方解贋電緑泥眉およびチタン石鐙集合体に

変わつている部分窪、ある．斜長石は，一蔀は斑状で折れ

曲つているほか，粒状化している部分も多い，，

　鷲麻状鰐英閃緑岩と角閃矯との関係は，角閃岩中に苓

英閃緑岩質の部分がもやもやと生じで次第に移夢変わつ

ている。両響の背理プヲ向も舞1似している．一部では爵際ず

英閃緑岩質のプ讐イゲマティックな細脈が角閃趨沖に認

めら勲、る奪

　双子島およびぐ沖の島》の花嶺閃緑岩は，主と烈一て黒

雲母・塵1檬鎌…r・余準長；蕎謙δよび華鐸屡と少量の1蟹長峯デか1匁声な

墾，耳く1叢萌鎌び物を鵜皇なう、、角閃・署は蓑謝径疑撚／こ燵i・し、，

簾状構造をもち，z綾》驚w覇爵！慰灘輯蓋である．斜長聡は

醸帯構造が著しい．双子島では，角閃石を欠くやや讐ン

ゾ憐岩的な岩妓を鰹1閃岩申に派繊している．

　メ又二畢島のマ繍蒲閃縛1舞蜂ヰ礎こは，霧熱｛熟で1丸い直蒙釜最大2数m

に達する特徴的な捕獲繕にきわめて富む部分がある．こ

の捕獲岩はZ海驚w瀬s至濃暮驚馨窺の角閃石の燭辺部をもつ

塵醤窮／輝石（2v蟹驚馨αつと牽薫麗犬余ト長澤でからな！ヲ，翠壱鼓1は

なく，磁硫鉄鉱を散在するが中に変斑贔として著鳳．い累

帯構造を示す斜畏石を雀、つている、、この斑状斜長石を除

けば，捕獲岩は全体として双子、霧の角獅舞曇に酷｛以してい

る。また．糞鋼犬余絃藁翠遅譲，ソ噸き秦ラ累；潜溝一造ともに，才鉱嶺

閃緑岩中の斜長石／羅よく似ている．

　　ぐ黒神）の角閃岩は，茸理（走向N3ゲ難で／暇斜｛避W）

箏箸しく争磯捕糟畢fと輩斗二鍵墜ず力鳥らなる、タ舗鱒螢蒋ま一長藻釜置．猫肇灘

禽婦菱で自発塑嫉弓魚く，論）1犬摩薄一造裟煽認めら鳶知ない。定ブぴ餐麟己

列が著しい．余も長石はA鷺無茎，斎ザイク。状で，アノレ、パイ

ト難憩嶺よ鰺よ｝び爆憩墨しノて秘・な》・も¢）露誌らノよ診棄釜（》、3岬（）．磐

瓢難である，、石英は馨忍められない．塵1閃岩の化学場黄づテを

欝ぎ蓋表に鴛モ滲蹴、，

　角閃1石を磁選蜜こよ1）分嚢雛し，超趨球皮洗浄を行なった1び）

ち化学分析した（第2表），、分子比は紫藤の方法13）によ

1）鱗茎出した“イヒ摩黛慧は
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　　　　銭臨、1A璽1．窮ぐ椀ぐ⇔登）

で餐縮髄角閃石畠である馨

　　　　1第i3表　角閃藩｝ぐ墨率繍黒’紳着1）のイ｛二童款成タ｝

　　　　　　＄董○慧　　　　　　　　　　　爆》．22％

　　　　　　丁豊（㌔　　　　　　　　　　　　○、∠舞
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鹿、聚話島県双∫避鳥お，柔び黒神の角閃憂季（海内洋翻デ・薫鍵探舜黛　・神∫弩醸灘）

　考察1双子島および黒神にみられる角閃岩は，紫藤の

隔試隈における分帯ξ茎）に比較すれば，ほぼC帯の弱変成

部解中変成部に相当するものと考えられる．角閃石の性

質からみて，双子島の角閃岩は花簡閃緑岩による接触変

成作用をうけてV・るが，黒神には蓬妾触変成イ乍用の影響は

言忍めら津㌧ないむ

　本地域の変成岩は，鶴閃萎沖のアルカ饗含有黛そ騨）惣

からみて，藍、閃変成帯の岩石とは明らかに墨なつてい

る、蚤態理群肇にはプしナト瞬濁多島の餐貢麺驚携二といわ才も、るもの鋤の．延

長付近に位置している．そレて襟の，払うに比至鮫的高変成

度の広域変成岩は，領家帯構当の変成帯／、抹外には付近に

1知ら爵ギぐいない要　したがつて擁蟻愚至或の誓変／喪熱季が餐頁講野瀞の

』
．
無
長
部 の岩嘩：ずであることはかな塗たしからしいと考え．ら

濤墨る，、もレ燃のように関イ系づけ毒）離、幣とすれば寮擁離葱1或

は領家帯の四端ということにな！），津，〉が圏の地質構造を

論ずるうえで興味深い事婁である、

　　なお下甑島の花廟閃緑岩は双子島および沖の、嚇に露出

する花醐閃緑岩と岩質が類似L』ぐいるが，下甑島の花騰

閃緑繕申にも双子・、鶴の角ぽ1岩質～捕獲岩と酷／以した，特微

的な捕獲岩がしば導ば認められ、る．この捕獲岩の原岩の

間麺難は畢難球2柴い群

　　　　　　　　　ζ昭孝欝34奪鷺鱒おぎkび3鐵1気3灘調査〉

　　　　　　　　　　　　　窯　献

　　玉）稲鐸集　潤1墳孟児唇務夢験‘下！戴多鶴の才隊闘閃糸羨景1に諜跳レ・て警

　　　　　　　　　　東京学大研報，第1輯第3部，欝娼一・

　　　　　　　　　　昏鰹，　繋簸§

　　窯）Tl聯　C罵臓嚇甑環嬢　R縣縣罫媛蒸　（沁撚灘itt¢鷺l　Tl駕

　　　　　　　α磁導鷺貸鵜＄ys撫瞬鴛齢玉覧蔓騙鯉

　　　　　　　臨無弧（鵠事丁薙ky（》，茎）．王岬s慧4，！曇5呂

3）S撮敏》ヲFl黙戯○黛鎗＆無慕汽蛋載董灘櫛r欝撮薙嚢（〉d難綴

　　　　　　　宅難韓N畿疑○獣｝雛黛暴翼麟電鐸黛薙£）輪t薮ct駐　ま鷺

　　　　　　　ζ蚤鷺C轍癬縫／A隻撚紅撚灘夏》至就縣窺竃，b職．

　　　　　　　F菱罵，　sく践，　難徽まv．　T〔き鶏yQ婁　欝鰍コ．　蘇箏

　　　　　　　v幌．x璽罪欝t．2，1）．i3／舟2激7宰iO5藝

羅）孝lf原舜幡三・海1ノ嚇羊佑；穣甜鷲多嚇、県欝縫、賠におけるu－

　　　　　　　Th鍛頭ご掬畷3獄罵鷺rit鯉の灘1出につレ・て肇

　　　　　　　鎌講、1技慰膿婁塁vd，嚢，麟〈｝．3欝き警，窯（罵酬2（擁，

　　　　　　　！％§

S）1薦携自舜三・轡ぎ1メ藻群琴繧1鱈賎児忌1誌県1双二薪多鶴の懲奪ウラン

　　　　　　　鉱床，地質調査所報皆，　N◎，鰍｝，欝

　　　　　　　3姦嚢胸s難誉劉　三艇灘．

（注）新顛二理を愛欝P欝篤捧畷駿ノ曳ヂ》也方の、無繋報爵勺な黛つのノ去漢成

　　　　　　　書変威1地填窯寮1地質講編誰鑑霧，v難L蕪7喬賛藩，
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